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決済を通じた地域ＤＸ～会津若松での取り組み～
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決済を通して地域内に「お金」と「データ」を残す。
将来的に「データ」を活用して様々な業種業界の生産性を向上させることで

経済を活性化させ、持続可能な地域社会づくりに貢献。

あるべき姿：共創の世界、データを市民のもとへ

人中心に
地域全体のサービス

を考える

市民・地域サービス
による能動的な
データ利活用

TAX

★

★
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★

決済
事業者

QR

決済
事業者

決済
事業者

会津若松スマートシティプロジェクトの概要
会津若松スマートシティの取組み
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キャッシュレスの現状課題

「データ」を地域に残すためには、現金ではなくデータが残る手段として
「キャッシュレス」を普及させていく必要があるが、現状は「決済手数料」と
「現金化のリードタイム」が普及課題となっている。

決済手数料

現金化の
リードタイム

加盟店の負担手数料（３～７％）

キャッシュレスを導入しない理由の49.0%が手数料が高いと回答

売上を現金化するまでの入金サイクルがあり、事業者側
の資金繰りへ影響

キャッシュレスを導入しない理由の22.3%が入金サイクルが遅いと回答

出所：経済産業省「キャッシュレス決済の中小店舗への更なる普及促進に向けた環境整備検討会」
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Flat

To-Be

待ち時間や手続きの手間のな
いスムーズな生活。
行動変容を促し、

人の移動や企業の活動が
より自由に活発に

現金を持たない買い物、
欲しい情報やサービスがすぐに

利用できる

企業・地域が嬉しい
デジタル地域通貨

決済手数料低減・即時精算、
利用が地域課題解決に

つながる設計
キャッシュレス社会の実現

価値循環社会の実現あらゆる人々の
可能性を広げる
公共・民間・金融
サービス連携

地域全体で支える地域通貨モデル

As-Is
支払い地域の情報

支払いと連動サービス

欲しい地域の情報がタイムリーに。
住民ID・支払いと連動する便

利な生活サービス

サービス➁

サービス①

サービス➂

シームレスな行政手続きや
適時受給・貸付、滞在時
間による税金分納等

市民が嬉しい
地域ウォレット

会津若松市タウンミーティング資料より
一部抜粋し、当社で編集

As-Is

Stage
Zero

To-Be

決済手数料低減と即日現金化を実現するデジタル地域通貨が地域内すべての店舗で利用できる

市民・地域・産業にとってメリットある価値循環の実現

現状では決済手数料や現金化に時間を要することが加盟店の負担となり、決済のデジタル化を阻害

領域横断した各種購買履歴データの活用による市民付加価値サービスの提供

デジタル地域通貨によって地域活動をデジタル化。
デジタル情報の活用を基本とし、
市民や地域企業の持続的なゆたかさを実現

会津若松市のスマートシティ決済領域 取組み概観
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会津コインが銀行口座と接続開始

会津コインはスマートフォンを使って、会津地域で利用できる新しいデジタル
地域通貨です。
地域内でしか使えませんが、地域内により多くお金を落とし経済を回したり、
地域独自のサービスなど楽しく便利にくらしながら、地域に貢献できる仕組みです。

店舗はQRシールを掲示するだけ!
✓ スマホ上でチャージが可能 *
✓ 店舗ではQRコードを読み込んでお支払い
✓ 店舗はいつでも円への精算が可能

<利用者のチャージ、店舗の精算口座取り扱い銀行>
大東銀行,東邦銀行,福島銀行,みずほ銀行,会津商工信用組合
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デジタル地域通貨「会津コイン」とは

地域にお金とデータを残す
地域のための通貨

地域に循環と活性化を
もたらす

お財布アプリ「会津財布」をダウンロード
して使える地域通貨。

会津財布と会津コインのちがい

生活に便利なサービスを
これひとつで使えるお財布アプリ

会津財布アプリの中で使える地域
通貨。地域にお金とデータが
残り、地域を元気にする。

会津財布

会津コイン
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デジタル地域通貨「会津コイン」とは

年間約5億円が

地域外に流出している

年間約1,000万件の

データが活かされていない

内閣府RESASでの会津若松市データをもとに推定

会津若松市において現在の一般的なキャッシュレスでは

会津若松市内の年間キャッシュレス額は
約160億円。そのうち決済手数料が約3%と
すると、約5億円が首都圏や海外に流出
している。
また、現金や一般的なキャッシュレスは
地域内や地産品の買い物を後押しする力は
なく、さらに多くのお金が域外流出して
しまう。

会津若松市内での１年間のキャッシュレス
取引、約1,000万件のデータは、地域で
活かされていない。
現金での支払いを含めると、その数倍もの
買い物情報は活かされていない。
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デジタル地域通貨「会津コイン」とは

企業との共創・地域が良くなる仕組み
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デジタル地域通貨「会津コイン」とは

会津コインから円への

交換はスマホでいつでも

受け取った会津コインは最短で
その日のうちに円に交換可能。

現金と同等のキャッシュフロー

料金に定額性の考え方

を導入

環境利用料は従量＋固定料金。

使えば使うほど負担が軽くなる。

会津コイン
取り扱い高

環境利用料
支払い

支払った利用料自体も
地域の仕組み=会津コインの維持・向上に回る

事業規模に応じた
上限金額を設定可能

＆
共創
Co-Creation

地方キャッシュレス化阻害要因を取り除くしくみ
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会津若松市プレミアムポイント事業

商工会議所とAiCTコンソーシアムが実行委員会を立ち上げ、デジタ
ルでのプレミアム商品券事業を推進
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加盟店の状況

会津コインは23年7月より正式に会津地域で利用開始予定。申込頂いてから加盟店審査、QRコード
発行に約1か月程度を要するものの、すでに会津地域５２５店舗で利用可能。(24年4月9日時点)
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市民普及に向けた活動

スーパー店頭でのブース 銀行店頭でのブース新聞折込チラシ

●お客様サポート数（ご参考：会津若松市人口112,698名(2023.12.1時点)

タッチポイント 対応人数 集計期間

市内公民館説明会 218名 11日

サポートブース 1,183名 39日

コールセンター 1,538名 60日

問い合わせ(利用者) 136件 20日

地域スーパー、地域金融機関と協業し、「使い方」や「設定のしかた」がわからない方が相談できる場所を
作ったほか、地域メディアを通じた広報活動等を通じて多くの方にご参加いただける機会を創出。

上記以外にも「デジタルなんでも相談所」で随時相談受付を実施した。

⚫ フリック入力ができない

⚫ パスワードを覚えられない、思い出せない

⚫ ログインって何？

⚫ 会津コインとプレミアムポイントの違いが分か

らない

⚫ 応募の仕方、購入の仕方を教えてほしい

⚫ 会津財布アプリのアカウント情報と金融機関の

登録情報が一致しない

⚫ 残高の見方がわからない
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【地域活性化】デジタルクーポンによる商店街・店舗DX

• 参加者の属性や趣味嗜好に合わせたお店独自のクーポンとデジタルギフトカードを配
信。お店で1枚使うごとに新しいクーポンを配信し、商店街での買い回りを促す。

• 初回クーポン受け取り時にマイナンバーカードの認証をおこない、居住地に応じた
クーポンの出し分けや抽選景品送付に住所情報を活用。

参加申し込み クーポン受取 クーポン利用 新クーポン受取 景品抽選１ ２ ３ ４ ５

デジタル田園都市国家構想交付金事業(23年度)
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【行政】簡単＆迅速なデジタル行政手続き

✓ デジタル化により迅速な行政給付を実現。

✓ 給付施策の第1弾として「出産・子育て応
援給付金」を地域通貨（会津コイン）で
給付。

• 出産・子育て応援給付金の来庁予約から給付申請・給付受取までをデジタルで完結。
デジタルにより迅速な給付の仕組みを実現。

• データ連携基盤と連携してマイナンバー認証に対応。

デジタル田園都市国家構想交付金事業(23年度)
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【エネルギー】環境価値の地域循環サービス

• 発電等で発生している環境価値を見える化し、市内企業に売却することで地産地消を
実現。

• 売却益を地域通貨で行うことで、経済面でも地産地消を実現する。

✓ エネルギーと経済の両面で地域流通を実現。

✓ 決済プラットフォームの給付機能を活用。

デジタル田園都市国家構想交付金事業(23年度)
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施策紹介「コンセプトブック」の発行
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